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近世及び現代中国語における進行の「在VJについて
-中国語辺縁資料が繋ぐ明代白話と現代中国語の「在VJ句型-
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Abstract 
rhe origiJl 01、thej】rogresslvc“右:.y"j・orllin pl‘escntべlayChincse h，1S not been i'ully cxplorcd in 
spite 01' the facl lhal il is i'rcqucnlly llscd in thc slandard Chinesc. Thじ!】rcscnlpapcr， using both 
lradilional jiterary ¥VOt・kand data 1、・Ollothcr languagcs、elllploysa new pcr叩亡じtiveon the origin ancl 
widじspreaclusc 01' the れ在V"i'ortl and claitls the 1'ol!owing: (1) lhc progrじssivc・ir::v"was alrcady 
in usc in thc Ming Era， (2) it ¥V凶i'ound川orcfrequeJlly in translation clata川 thcQing [1 誌、(:))lhじ
“{rv" forll in pt・cscJll-clayChincse originatcd 1'roll translalion slyles司 and(4) thc earl iest cxal1p lcs 
l!' the ":{EV" rortl lound in prescnt-day Chincsc Jlovels were， iJl 1~1C し not llsed by Chincsc novclislS‘ 
blt by Japancsc olTiじialtranslatorsin lhc Oilicc ofthe Govelllol二Gcneralol、Taiwan
Kcy words Progrcssive 1引 II“在VぺFujiandialect， Taiwanesc， Chinesc biblc、theGovernor-
Generalol、Taiwan
キーワード:進行形「在VJ、有1¥建誌、台湾語、漠訳型書、台湾総督府資料
I .まえがき
現代仁1=11主i刊の進行形「在vJ は、標準訟において ~JiJ刊されるよく知|られた句担でありながら、
法史 i二のE!:[来については定かでない。また、「在vJが場所表現に繋がる形態を有するにもか
かわらず、それがなぜj並行の機能を持つのかという点も不明である。そのため、早い時期から注
目の対象となっており、少なからね論考が発表されている o
それらに拠れば\この進行形「在vJ は南方方言が特徴的に有する進行表現の影響下で氏 I~l初
則に至ってようやく先生した新興語法であり、新文学述到jの下で急速に背及し、標準語に取り入
れられたものであるとされる。
しかしながら進行形としての「在vJは、信似できる資料に拠れば紛れもなく|リJ代にまで遡る
l 王力1~)44 ;芥J)X1952;紫・劉1957;誠斧1957; i川1)(1982 ;桜山市2002等。
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現代 l:j~11主|相についての倒察に基づけば、介前による状話構造はiljJ作の持続性と関連をJ412つ似
1(1jが顕著である。すなわち「在十P+v Jイリ型には動作の持続可能な動詞しか使えず、|瞬間で動
作が終了する動市l は嫌われる。例えば吋~E )JI~ m 111j)("は可能だが可E)JI~m坐"は安定性を欠く o
"~I{:" のように、腕 11\1で、動作が終了する動詞をこのイで川いようとすると、伊IJ えば動 iFí]の後ろ
に“若"を力11 え、村を明示しなければならなし、。この現象は、“正1~111ä+ 0"が可能であって
も“不正当主十 p"が不iJである事実に|呼応する(1:JfJjI[] 982 : 1-2)。
4状犬:市刊;A川出十布村附iJ昨l存4心j巡立のこ うした 1特守6微史は砂現tげf代巳~I:I仁付:1什|
~N 泊がミ可11凌愛 i昧引味:な正助功;詞司 6“'1イt" に別しては市北で、許容度のJf~-なる状況が9JI られている。すなわち“我在北
京ィt"について、北方では許存度が布くで、は低い(イ01原 1982: 2-3)'10 この事実は、耐えj万三I
の「拍:十 p-ト vJ が、北方ブゴ言と比 ilf交して、より持続性を有することを 7j~ 1I変するものである。
したがって、進行形「在vJがその発生及び普及の過お!において、両方方言との関係が顕著に
認められるのは、出方方言が持っこうした特性に基づくものであると解することができる。
以下では、 j並行を)J¥す機能が場所表J丸と筏J安な出lわりを持つこと、及びそれがHjプゴプj言に広く
存在する特徴であることを踏まえながら、現代中国語の「在vJ と!日白の「モI~VJとの!日jに存
在する変選過松の空白をJIIlめることを試みる。
1幽明代の「在VJ
多くの先行川究が示すように、形態上において“在v"の主主素を含むj並行句型はり引tからその
姿を|児1京に現し始める口とは言え、 11:1:1話に多く認めることができるのは「正在vJであり、「在
vJ は極めて少なし、。この 2極の勾型のFl'J法にはi児Itな速いが存在し、前者は従旬mt去に偏り、
後者は主イIJHJ 1去に偏る(W JjÍ~ 1982 : 4-6)。また、それらが使用される環境にも明らかな差異が
あり、 Ijf{:EvJ は明日ーにから現代まで多くの白話イノ1:日Jこ一貫してJlJし、られる一方で、 ItrvJは|川
市において極めて一部の作!日に|限って川いられ(伊原 1991:16-17)、それが普及の兆しを示す
のは民間 1I寺{-~まで待たねばならない。
そのため小論は、「正在vJ と「在vJが進行の機能を獲得するに至った過に共通するものが
あるとは言え、 101日i(1 982) が示すように、訟法史的に見た場合、これらの旬型は 11:1 米が:~N な
るものと見なす立場を取る。同校に、と類義を有する高IJrj司を伴う「方在VJ を「正ぞcvJの
類型と凡なし、持続性を有する副詞をfl':う 1il1{:EVJ を「正在vJから派生し ItL:VJに接近し
つつある ~1JJI(I'9)F~態として扱う。
こうした観点に基づいて見た場合、 刊伊"Jj原I反;ヌf(α19ω91) が指j附f;出:首Uする 《三"ヨ宝7主官1'-太Il舵日託詰削2f釘J刊i凶百j戸洋;羊戸記》 は注i目ヨすべ
きイ/介乍ドf!JlU目日
ここにあらためて「右在:九vJ及びび、 1)泣ぞ右在!巨:九VJのち伊仰例il町|りlを示すとι以J，、一下iドてのようでで、ある汁o なおj月用i司]法にJ基i去Lづき、 「也
記I~VJ rx川
4 1:)1);[1982: 2-3の他、Ii攻ijのミi'1:，l{f![.文や[.:;'I}:でも触れられている。
[)一三三i< 太 1':';:i fJLi 1f ， lL) を今に 11; える Lj~lfiすべきテキストとして 11 行本と 12行本の二f1nj引がイ'/{J: するが、これら
id什ζのI!Uで 1{i‘VIのJiJ?去にIY，jしてほとんど!J'，HiJはな C¥。小論のうI)IJにあたっては12行本をj引はした。
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1 .以来*(iili/I\ 村 1 :1~'y，長老立Ilj{F丹江，'1~之仁I~I ， IIH :t'i 弔 f到し半 IJ~JI! 半 i呼':， 也在iI¥ {I0 (~三宗太
己)12) (なんと )(I':iliはを休から /1\ して ;l11 i~m させ、長老も日般のJJ'ii5 'I~- で立ち
1I二まって i肢を下ろして円を l~r'J じ、夢うつつのままであった)
2. 従{系丘 : “tnli公D1どt-:i'J{IJo，，聞限U収v皮j支〈什司不Jf汁岱引!山;北/:Jι口，刊 (代《三，京iドに，_太1':出;弘Jぷi?2い1I
言主蛍!巨三-谷[は土 「才お'Sn印川:1川州1削li仰j討沖iドj正て引1峨示はま 7だ~ J~七;判仰q市ji. を主判仙!比lんでで、いらつしやるところでで、して、 1余がIJトjし、ており
ませんJ)
3. 小(11)夜来 也聴者)1)抗rrit:念1m， 山不;凡II\広，f}肢並虫虫}~ :，1刊汗"円咋〈ぐ;?:)1ず刊背'，'，斤If4庁i(的'1杓!巾り何{似封公よ辺丘o (α《三 Jぞ宋←:{右I→1右i~:ド 太 j;trぷιjr乙r(;正L什:1)川j型旦川Li什げ川川j宇r汁バ二"'1午ι'(
CI在私、はあのdヨ出IUJ肱う矢:のf役支人が夜に 〔この本] をl沈んでで、しい¥るのをi山:口羽iり];ききましたが、 山lに物引
の31:lJ'I¥にひどく 71干くようなことはありませんでしたJ)
4. 一司IJ可IJ倒了j也1，立IflJ， fi'C 1~' ~~ I ，\~rl-: 手続(~三'i~太 J':K，:Vlirr:，出 1 56) ()叫がひとたび
ゆくくや、 J也j¥t):II Jをiりくきち:IJすので、!日J!t¥f~~:干が苦行を有力めているのが見える)
5. )BWiIJtそうヂ丁， 又火焼身1'/¥0 (~三三í~:太己P (-)2) crこのれ斗:釘[%~:!1:の発し
た的〕は、また火を:"I~ じ[IJLi河川交の〕休を焼いているJ)
6. {tllrt5~三太子総~~IHfiJi上 1.-. ノ\ノ\Hlj{IJlj文芸Y; ， 1，';1 1，ril K-I川1:打1主心 i二大手千， ぷti立。({三'Ii:太ljik
は'I{j船の人たちがみんな拶を凡ており、みんな川をかいて
いるのを知って、心でゾ〈いに手?んで¥Iった)
7. 之 IWj~ ， 孔;土日二千三， ~'~'I 王不問。 {jJ; ~，げ l:rj)~ 1'~;，f lí ， iÎljl l\ o (~三 :_'Î，:太 IN: ，=IJLi(:¥1己P(6) (1 '¥!( 
を ;H~ める 11、?は、楽しいことを見ても楽しくないし、 ~N~:;:長なことを凡ても ~N1l1~' とは
~il.~じないものです。だからあなたはおし出の氾!i し、 \Î尽をしているだけなのです。J)
8. 京 WJI 1デ也 ，D11'{央。リミ了一向， ~日 12-了二起!Jl子来。({三京大
jI己J92) (紅建は(i(lのj主布|立|の上に)，伝って、ワンワンとまだわi:¥.， ¥ている。しばらくわI
くと、 ytプfの子で、才3J友をJIPさえた)
このように、[在YJがl'iJ，独で1i日JIされる例の{也、「也jゃ l' ~:'J~のを i);jff させたり、さ
らには"!Ijlj を後間させたりする例が存紅し、多収な IU:Yj の姿をめることができる口 IYJ代
I~I の [liIHJ は、 ri訓守出?日i!史1之どtとIプ!日{的i内サな削制t，rムfλ点!¥(、1，泊か￥ら;見Lると、 JJ~f代~Iド;刊|
め、上WIJの iU:yIJlHJ はJ}L{~II，のj佳行)!ラ liL:yIIJ~J iこ一致すると瓦える。したがって、この
i印別りJ1代日i臼ヨ (品:市百百刑~fi作I1乍!ド:r午叫引叫[JAJι川llILiih一'1
ところが、大jii; の i{!:Vj を含む IIII~I'\Iげ1=1'11'1 は、 JJ~h矢けられている限りでは《三木太'，:giVLi~引己》
以外に存在しない。それ以外の1':1¥出作!l出では、 しばしばーがりすら見 /1\ すことが~!ií~しし」それだ
けに、 《三三-/:.京一:{主主一1主文iド江'.太 ?5r忠舵j品C(;去，' 1凶1作叫じばi~洋う干芋抗:'1記:記己》 の ! 正右在lピ:yJ 治が1汁jJ正:しくj進ι行を刀ぷ;すす~十椴;没長能を;十川、!i?j
{雌i耐昨1住札:しi必沼する必)張民があろう D そのi際境際i、:文j文丈幻〈とυ;コJ脈j日派!眠Rに1虻似江頃(らざるを1J刊，サjiエないが、 一一汁I行印、守?
なつてj奴采川さjれ'lしている伊伊例IJがある O 以 I~- ではそうした伊IJ を YrM然することにより、三三ながJ な WI~ 釈をjJI:
，;ん」ブ}イ;1 90 
9. )立 Wq~( 了， il! 、1:']日巳| ι! 日j了!Jr~ ， L ， 1川Jハ日J，説訪ti辺立 : “ {官似仰側I刊川(リIJ!w忠点!~主t兇i込己』加!日山州1付叶↑刊仰伽州1¥肺同j主計川il村l{千仇什在l卜ピ江乏五河:入ふJij品計約hV!/l
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的(1句l説j立:“似1¥去，我 I=U'I'jfl:jょHIIl日円翠IJ氏辺:“他 IJ不者見?日二1:'1り1近:“我有恨!設
身中不Wj付。" ~~IJ 氏 j立:“/\，'吉井平凡 Ih~g1!.}人，む Ih~;j 何千1/ 10 '11"'i市JM0心，十1/11=如IYLl:o'仰はIlj
手i:jlリji不H，体不[!I11j:tY: 1 ¥来，只JQ先行ーさt-mLt止。"好1両|笠IJ氏， 1(IIJ0~1余， 1111 中 SY;líV. ~l 。
行長lJ)Jn~\..L，立:“1111J)Jf;Ri見込:tX1IJI)十1(品川
いうちに十竹山i口:、判刈iド戸刊1つ可iザIJ'〆山'1ば士も うjι広lよ;/打刊山J日;リjに米て l 川f'J打ツ〈宅;主Yえの1川:日叫¥jで、は1;託抗i佐fが1;市市をしていたの7だご、Jと!山;片rJμし、た O
J王i正~I切明り川JIはj土:，/)i荒坑tてて/J小jト¥さなjゾ山h行iで、 [け1じ:、1下刊|ド4つ引|
しい、o f花1、はし:ば工ボ、らくここにいるから[ と， iうと、制度さんは[あのAがどうして[あ
なたを〕見っけないことがあるでしょうかJと芥える。王iリlは[私はJt¥f{去のi思身1:
を判っているから 3ド以さJと返事する o 3'/IJ 0ささんは 1/沼、身は人を 1!j)，I1すことができ
るだけで、先制!をI.HIすことはできないわ口 Irこっそり f1Lい、ことをしてもう弘和/1はお見通
しlって日うでしょ。あなたは立ったまま川るのはよくないわ。私の後について米て。
私が a歩先に行くから j と符えた。大!JI[ な宰IJ 奥さんは、立ち k'~ i"反る抑し\がすべて札
にっている。そして広!日lへ行くと[11ド/~IJ日に lílj かつて J It宅えの/1¥1では私がl出をし
ていたのですJと，--;った)
ここで、は “" {j口似俳側H持別[1判IJ)崩1正jt五:5児己 j:去2υ/川'JI~川11作伽似1，ド附占，1"司i正右在l正:ゴj主討却il町f
，;主i九Rι口円 が)ハ川|リlいし、らAれ〆lている o "{J!IJ!I(t~\見込 1\0u: )Jb {~n fI~i l¥iIj" では、 う夕先It亡に “吋"{J!lJ川民雌E幻5山己円 という j助訪豹j庁所リ肝7 が l切川リ川j~示Jβ: さオれL 
ているにもカか斗カかミ;{わbフら1ずごそωI1刊凶爪|ド山ι'(吋:i後麦に才おJしい、てさらに 叫γtlピJI日1片咋十4存相←!月貯i
のため二の‘川γ'{不h紅|正J加i日付:咋沖1"1和料l刊引貯i日I" (は立J);劫幼;;れ勾けjり好Jをk礼心Jβ:すf;芸能のみを却っているわけではないことが女けられる。 これは
りj 代 I~[ ，市 Jこ見られるリjHI~I~ (自な j並行表現 Itl~JJlqJ l[vJに他ならなし」したがってここでは、 11J:V J 
= I千IJllJ.vJ という!五日系が成立している司iザミをjI孔認できる。つまりこの '-{fVJはJ})jけと乎J
Jtーな出Liliを.]，IJ，つ1J~S~であり、すなわち JJ~1ーに1=てにおけるj並行の|在vJ と¥ilJ'f[のものであると
える。
また、「千I:VJが iv粁jに+1~与する表現として化。われている例も凡い /1\ すことができる。
1 O. H~111'i 1 小娘二f 山科卒/Jf.J_I二身衣!Jll， !Jt皮見当医者!J:¥~丸 校了._-台。不);1ピょっ主従5し ]Jli小娘子
(I/~ 下身小衣服部込欣的。 )JI) 小娘子!L1:皮比一法王I:: i"t~，一隻小!l{ilJ 一浩子J: J.(j，左 iOiみれ itJ ，
H~ 不111'iÚ(巾小衣Jlt1ur，j i 1 ~了。呉市 !:}lliü;f ~辻有心 311!(t 心， 1ili~:f失 !J土 )2 九名， 一|付おど芹平1河
不1'li之慮。 (α《三三:全太i杭n:ι弘;:ふι立ωL九，:I}リ阿y旦川Li引叶け什j十:'(、1円[
いて←j上j上二 2半|ド主身の!出H~ をは 7だごけさせ、 1'1 分のお肢の J之を娘のお !J支の j立にしばらく 11 'し~て
ていた。するとどうしたわけか、その ~J'~ の下半身の下がすっかり外れてしまった。
以はおJ!iの皮をil'し当てながら、見でぐいぐいと動かし、右へ左へと動かしている
うちに、 その4手布利;1甘i日吋1¥、YlJム心[i
をして、[;)IÎ、j気f を?介すために〕おj肢の皮を 11 1' し当てるということを I~1尖に、そωまま
不111~I ，j の j木|った部分に休を i'll l し ~h てていた)
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いて、 されている行為が、
とし、う
されている点ができる。すなわ
したがって、この併のも怖か す;.，.〈こ， 有してい
フ
-0。
は、地作iljiIからも兄い とができる。
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ことがで
]2 f史心?I;i1j意j込了 O
ぐ
のように凶つ 1 ¥したらよ
いいのに。だけどいく
ちな〕わかってくれる
えていいものか。あの人がq!し
ち、[1tl子の男
したがって、 と しい売があるとはいえ、 Ilj代百
のHJ告1]作品は、〈三宝太世話詳記〉のみで;まないことが知られる
に関して突出した作i忌
6ω}己山々勺と今~I小jト、涜iじ I泣玄 nx:え工 1?iT問2去fの不i別り円jな誌話⑨;七p母jがi切明?討uミ引(にこ司1呼?結私縦;1泣主ミを受;け7てn点父、 し;亡fたけ」ゴ刊作11乍l'鳴了叶lJA品i;
出?存法j去iが;明り男]末の言古丹tiを士}反久i快すると;は玄;見3抗fらなL、o 担存雪寺;J1il968は 《i![今小，l5t:T1 [=i 1こついて、 E，I.J4J I~I ，¥8の桟存が
しいものと能定する。こ佐ìi主 1993 ら、先行する品本の存守る í-IJlj~ 'i" I: がも!どらいものと Hí'~とする。
つ先行研究に抑LiLi工、叶JTJした(I~I 今Ih~D 1 らは比較的古い，誌を反 IIV~ している立五分を少なから
三)0 
7 ，fi:藤jり<)0にJ怒れば、ここで示した《間 28ばiYj人の作品であると技定される。つまう
fì'品 l j: 1ILWJ ぷfH1I'1 ではなく、よと絞(I)~)出し、 1I、ド ëo.コ{乍 Jifi であると考会えられる。
づけIJし人
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IV.清代の「在VJ
NJ代においても I~In吉小i.凡から「在vj の川例を見出すのは極めて製作しし可。しかしながら、非伝
統的 I~I 文体による作 Ili;'1Iこまで訓究対象を拡大すれば、進行の「在vj を見い1:¥すのはi王l難では
なし¥0 ;)I=:伝統的 I~I 話χ休fl"II?111 とは、例えば模訳出舎のことである。
出訳出計は、教義の布教上のよl!!L11に基づく地問的要因により、初Jtj例はしばしば南方方言に
よって三山主される。そられのうち|珂市1討系の;英訳出書には幾つもの「在vj句型をI立めることが
できるに例えば、次の知!き例である。
13. f) "1': 'VI~，以利 J11 也。 (1892年、 i湖南詑系 I百十両者 ß 15-35) (彼がイリアを呼んでいる)
ここでは動i河川引の直前に“在"が使用されている。この“在"は阿南詰において“teh"(教
会ローマ宇表記による)と読まれるものの漢字表記であることに疑いはなく、進行を示す機能を
J4つものであると別地平できる。
“ teh" について、C.Oouglasの|羽南語辞 ~1~， Chinと \'e-Eng/ish Dictionarv 0/ the vernacu/ω・orspoken 
/ピI17gllogeο1';/171ο¥' (~度英辞典ß 1873年)に拠れば¥次のように説明される。
14. teh pl・efixto verbsヲ expressingthe continuance or present doing of the actiolls (1873:l1ミ
Chinese-Eng/ish jJictionCIIY oj'rhどve/'nαcu/ιI/'or sjJoken /onguαge o/Amoy. p， 484) 
|羽山花において「在Jが動詞に前置されると進行のアスペクトを表す機能を有することが、?
こでは明怖にi認識されている。こうした(在vj の用法は、他篇の清末|調南詑思書にも見い/:f:¥す
ことカfで、きる。
15 {jl在談論)J[J利利人。(1874年 間南語系《福音四書合*T21) (彼は方、リリ人のこと
を話している)
16. Itl為収入在等伊来。(1874年 間雨語系《福音問書合*>>24) (みんな彼が来るのを待つ
ているからである)
17. 二信jlAt婦長)外側壁在央。(1875年 間南語系《路得氏記>>1) (二人の女性は別に声を
上げてj立いている)
一方、この似の北方官話による型書の翻訳はどのように表現されているかについて見ると、例
8 調主の対象にしたj英訳出計は以|ごの îi吉本である。 ID~市計i系引m iJfl)~日1?合 H\J>t!TI-J+1美事者局1874ilミ。凶Nj詑系0'各
1，+氏記}_I'， {fl]:0~:iIHI?fn'(1 875jl:， o I到市計十系{1引走行伝》上1/1]: 0~恭子I}JY(i1 877 ij'..o I品川ぷifi系仁I~~ 可1fi'; 音》凶作、i 美子f~
fl~ )寸18921ド。さらに比i肢の対象として以 Fの諸木を位JI]した。北方官話系《約附市古'fAD(IUn反所記載なし)
1864;'1~。北方'I'\' Ijl~ふれ!戸J伝 t/l\・白書Y_I二 ýf/J 美?'，~:mfmI8G5~r。北方官 li!日系 ~ø~1走行{ぷY .1-， ?lij美 11~i1ff(( 1865年。
北プ'J'I\;jl~'系 O't，.)JII{以前古flD J:{1ij0江主諮問 1865i l'..。北方'f~~' f;1î系 (II~ 太{エゴilH'fiHY .1こ海美~Wmin'i 1865:¥1三。
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13の に手1当す ;ま.Ly，下のようになっている。
18 ソアをI']lんでいる)
?
いて;在v で
にう子し1..
;土、進行をすために日E}JI~IHVj も;エ JIJ される。
く l~v~1ザピ l j〆Lている。これは:
? ?? ?
? ( 18G5 :f 1~ 2ふ57) と長老
たちが(そこに)
仁(I~)Jlsn~V に
11=11~1 
れるで三うつ、 この拶IJは
したl~ I:I ~I ?1J JUJ心:立五系fI:
ものである。
IUには、 られるj主
け iリJi僚に現れてい
以米力1944
してきた510
され、そ
1I来
にJよい/1¥された
いて r{とvJと
とVとのliUにし;ましばjおJ0i-，i!ijイ;1当11)
しかし
く、
わけで、はなし¥Iii 0) 
の系のi奈さを
L、。
、>-
/l~ 
~ 
から見たJ)j合、
そのま
“ lèhη の本守:は耳-':ì~J である
、IH;J南認の "teh"
代誌の
とされる : 1)口しかし、
しようとすれば、1'1
0) それ
れる。
併は当 1与の位の もι;く{出できる
(91] がそれでjうる。 J， Mnc:gowanの.:1M{/mwl o! 
rhピ/110¥・仁o!foC/li(/! 1には以 Fのよ がなされている
ヲ 掛Jと今l反!の:2対ふもみi"，1リえび続出iり氾 1手。
10 長 1リ5:2のi!T"1)込みのよ;tl訂以を見ても、そこにぶされるちjをのど.Lilf系)ii ジ進行j与を4ん}(ずる山主が;イI:V)
と ~i\h(l}~lこ主するわけ'でなも:1.、。
1 A'LI二:こ;返れ(工、 A_¥!i/i1/w/ひ(Il!ピ /lll/()¥'Co/!o(/lIia!の初日Liは1';)7111'-1)である(~;，J .1-_ 1りわ5:6叫。 11.しFirSlEditiけれ
r;tl詰で、あるため入一子できなか
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20 lauωku leh kong-oc 
cυ/()(j1 io/ p.11) 
stil talking. (1 A Momrα/ 
ここでは、“tch" という ('i-に
てノJ':されている。lIiJ には実JIJ
とし、う が与えられ、 にHI ものとし
が1主せら立てし、
I'r'(j って がIljJけし、 を装って、
)り立てているAもいる) (1871 A MCl11Iw/o/lhどAm()]胃 p.155)
22. えそI:flヴI'~o ((熟語がくなうたのは〉ニ付ょの認が返さをしているからだ
と考える) (18711"j: /1 MOl1rral ()/rhe !11mハCoI!O(jlliu! p.1 
のように ム!日;1"-1ふJ"J は浅くなし、。しかしながら、
資料のみに1)]えられるわけではなし、例えばBAN-ZAI-SAUIど TurrcllInI
にも f{!:vの)1JダlJを認めることができる!.1この書はi出欧人I[づけに制裁;された
め、こ
IJ:の特設{こ討して極めて鋭討を力を示すc ここ
も践している。
わけではないむ
し、 tj、1':'(こ示すよ
品目!fに入れつ
れる。
も行わ
れ以タトの
の)T]
o そのた
i詰Vじrv以 in Pekin instcad (βAl¥iωZイ/よi1UvoL2)
さらに丘/lN-ZAI-SAUで、 おけるpJ・cscnllensじにつし ように
previollsly I・cmarkcd(voL 1. Obs. lhe dislinclioll Iladc bet¥Vccn lhc出丹、ercnlfOl'ms 01' 
Ihc prc主en1lense I 
rendcred 
may al50 bc rcnclcred by技
vol. 3) 
does nol cxisl in Chinese. I !c)l'(:'， I正/117 ひど Ido !ove are al 
τhe active form、howevcr.I (/1/1 !oving， i.亡allhis very momenl. 
lsai4 ngお生 liし/am in !ol'e. (18741f-βA 弘之/1ωSA
12 ~:\IJ I'または/1¥JiJj点ーとしてら，1I1<;けい Turr"，uiniCmili)i'によってはFIλncisTurrじtll1lとも宍i記される)のず1日jが!1己さ
れている。このにな令子?を泊しての詩?なはも.l 、ので、引出にあたってよさを立を1;乙し
I この~，1~IU; ;~~ \..、 JI Jí:タj が長I'iilミ !HJ 日:古:斗t!ù}~r Jl在日 lum ('011じじlIonの β~LV-Z.lJ-SAUにおすることを見し、lilし、そIIを
'Hif l ;. したむは;大j託 1()0 1 てあるのここでは氏のネIH:~ な科目j させてJi[l、1:.。特技点点心的感射! なお大塚
1091 :二 <1免迂)，り (Ixn) とするが、 j主主のilH:土i幻である。
パう AUJ)J‘，;・ (1サ ~\If î~~z (こっし、て:立、 1)J)]}[1:)8"1 : :mO)え乙刈JトJJj(198G:に111こ，(しL、。
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さらに以 されるむ
25. 1 lovc 
1 do love I 
I am lovin良 一(1874づ1'. BAN-ZAιSA vo1. 3) 
つまう β小平ZAI-SAUの討によれ
て表現しようとすれば「在V_i
gィヘ/よ，1よJじが成立した]
い。そのため、}
的~7ミ6è，を見 11社して
以前から、 において
なし、。
sAN-ZAI-SAむのこうした記述は、活代後半に
されたことを示している。したがヮて、
1><:別はないのだが、思t
めるより
いて i在vJがJTJ¥'¥られる遥か
としてま1られていたことは疑い
いて、!白出以外でも訂子を/.Fすために
[右:VJは、?古伐の
に認し出すことができないものの、
持し続けていたと考えらf1る
に現れがたL、でIYj代の姿 ても保
V積二十世紀初頭の f在VJ
こうして縦承されてきた[在vJ
ようになる。調査のi担うでは、
る。王力が朱
カ1944: 204)、以下に志すj百例は、
26. 1阿i正信く語。 他モ1:自立1I1
q=1で、
の複数世JIJ棋は、
)をまヨ介するが
iり&!呆子，基リム仙;在実11，I0?(191761三 i報告誤訳く基調3米単>{新古(おや、
馬鹿
この作品を書いた|掠ilヨという
である。またi漆独秀と向岐に 1:
16 得本1997
で、あり、 1890~1三割にまた安徽/~ì人
2(10)。
I¥rc'‘ISlucJic討 Ellkll/JiI37 : 28-38， 20J(j 
代にかけてオスカーワイルド、、 ツ/ルレゲ一オネ、フ、 モ一パツササ晶ン1及之びイプセンて咋1手iの{作1午|ド:江iJl日"
している o くの安徽fiでfJった少年はfカ')uHJJ1¥1 i二兆・ロシアlij・フランスliJ等の組数の
を IW位して };;(jl~ からの剥:J ，;)\を行うことは不可能に;Lí:く、 またこ j才れ/lしらのイ什1=江マiJAふl1Ih山一'
L正iヒ:J月川U山lに|日i木でで、k仕好一子fまれた什作:家でで、あるのでで、、 l隙:社昧恥d点札刺!むi，Ii叫，討似1引l
わオれしたものでで、あると J折1r~ 礼川洲[1問IJ さオしる l7〉口
これらの似，;)¥fi: ，'， i ， かれた 11午 J~J は、新文学j辺助がJ)JII ，II，され始めた 11与 J lJJ にちょうど戸寸裂してお
り、 このíl'(後に，'i) Ji@の〈文学改九七日誌~ (191711:] FJ (<新， ';'11:，~乙5) や仰Wr 1r の〈丈，';'i: 合ーイム
( 1叶81{ド2)'J ~祈 11二 4-2) が発J之されている。そのため、|見似は抑制!禿のネットワークを通じ
て政触した〈新I'J1()においてイノI:，'，ilを先夫することで、新文学Jllifiリjにふさわしいl_Ji出文体の尖践
をl試みていると考えられる口
ij宇1:~は $)1'文学 j主 ffi)J の命と実践を 11日導する '1 1 で、制 i沢市!のJ をも m似した。 )J; (t!:，~ ~j; iHにあ
たっては、 I'j支fi':ji'iJ市jにおいて川dl日比率 1'~~ELj文者， ;i'r)1守)J1文引"'!.r-'I<Jと述べ、 l沢一丈には外
II~I ， i:のUj(丈を添えて技N，':jするよう求めた。には文、J，\)~形式の fl= ，'，I'， ~:i1介がしばしばj~リ IJ さ
れていることからも知えるように、地哉される紛iV'(fi: ， 'Ii ， には、版文に寸攻する JI~fiNな表現が求め
られたのである。これは、当時の一点Ijfl:家に見られた近付実や沢を斥けることを怠|比しているに
したがって、 |隙:り味恥バ点ι州i1υ81版li
のl仁中j十i↑Iで、j片川iリjμし¥られ始めたと考えてよい。
このf麦まもなく多くのINプj系イノ1:家によって「在VJ が;点んにJtJIJされるようになり、 1~)30 1{ 1:: 代
文学の流行を通じて、やがてそれが北方にまで押及し、現代ι刊の i1'I:VJが成立する1
そこで、 iりむlilせにくII.'J'J ~J にはI:VJ を多 HJ したfI:家の~:王 H誌を見ると、その伊IJでも外とのJ安
刷(抗験のあることが矢口られる。以下は1920年代初1J0iに「紅vJ を多川し始めた科迅(1902年1本
i古学、 j刊行l:iTiA)1ノドJIl!の伊Ijである。
28，月必j也ド，的(服.!， IJ;i.IJr/.的特了，約イ1:1交瓜了。 1:J({'l! t'，~了削叉 ， !WI円引(i
干作科〈今ト，')]ι~ ~故批却捌郷~I思Fωn)) ()月CJ1明リ別Jカかゐりのもとでで、、 {まらサラサラという山が1りこえたら、 析がjJlj瓜を
食べているところさ。そしたら中IJす又を子にってそうっと近づいて行って・ー)
29 他巡回何日各，於込有些iセH，l-{: ;，ょっ主不 lí，同;;子1~助走 l陀?他不 )~IIj丘止tl:.I位ili， 正1:ノJ:j:点。
(1921 年 利il{liIlJQjl' 9) (彼はそれでもj立がわかったので少しばかり不思I義人
思った。どうしてH1J誌にI('Jかつて逆まないのだろうか。似には、非人のIJ1き1"1しをし
てl、るのであり、見ぺ士しめを行っているのだということが、わからなかった)
:-3 () ， {;J;{dli~ 1山主?;，ぷ)度多¥1戸山不総見? (19241r， ~~ト ili ~IJ~~色}) uおまえはMをしている
んだし¥。お父さんが1子んでもどうしてlifJこえないのJ)
17 1当日Flの'1'[1， ['\/f ， il~fl'r'lI" /こは、 1~':， iifの;;三併を受けたと見られる fJ~I~/\. カ qi~t~ される o silJえ/1''i¥U iM，:，京!立 におけ
る 1'~'Shll や i j出身I':i;。これらは民Ilij初HJci) 1古川町内な'1'[1、Lilfと1;うより、明治・大，IJ到の1本!日i~ ，こ づ:士する c
この'1i ')~も L~ ，:~Hí:;\IIJ をえ:i 、?する。
!日 I:，H; !j、リ)(rl;1:とのこうしたK:¥，J柴)Jj:・形式について、 i，りくれ1，;)(にしばしば礼られた:むι(I'Jc:，n;1を防くた
め、科"i~i 出が}:5: 1χ1(1')Iこj%11したものであるとはなしている(+1+52015: IlJB)っ
I~) 1(1'"以1;年ωげI:VIのili;)之に/_)いては{)IJ;(に，;下しい({Jト)J;(19S2 :行 ll)。
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これまで[在vJ生成の聖子1:として、しばしば闘方方言の影響のみが指摘されてきた。しかし
ながら、氏i主出立初ltJJの例には、作家の外国語学習経験という共通安素も存在する。この点は、泊
代において中国訟が欧米系の言誌とj安触する環境の中で r在vJが使mされた司に符合する。
そのため、 lú:vJ の j点 SL に:;三響を持ったのが{I リ liffであったかは暫 11寺 I I\J わないまでも、 3m行)I~ を
|山怖にねーする外国誌との版刷!の 1:1で[在vJの佐川が{)[されたという事実を認めることができ
るo iお代にの 「印千有在i正:vJ iはま|仏:jJ品珂l{A同'什
vJ川;は土下I口江1宵i話jz系プ方j企言言.を母(，にこJ持:守子つ竹作:家がI日[本詑と j肢安f触1制拙d虫(すす屯る環環-境のl仁中:1干やi十ド:1で、イ使史jハ川|目7され7たこ O したがって、
「在vJの普及には、 i有方ノゴ言の他に、外国語との接触が主主素の一つになっているということに
なる。
VI.二十世紀初頭の台湾語資料における「在VJ
市末において中国語が外国語と恒常的に接触す引:幾会を有するのは、 +11'(民地においてである。
とりわけ、宗主国が支配者側の言語による近代教育ilJlj)支を強力に実施した枯氏地では、許可言許iの
妓触がより濃密なものとなる。そうした条件を例えた納氏地は、言うまでもなく台湾である。
台湾においては、中田本土の新文学逆効とは呉なった環境の中であるとは言え、南方)j言が外
と直岐に接触する環境が成立し、そこで大量の却資料が作成された。すなわち台湾総
府において|二!本人通訳官(または総21雪!日 I~，記託の身分)によって記された台湾出文献であり、そこ
には早し九時期から[在vJが多用された事実を雌訟できる。
例えば、[]本人によって記された台湾問会話教木には、[在jについての文法説明として次の
ようにある。
31.在イテ)首マス
在1lfお 潟コオトシテj古マス
(腕;~D I在」は動作の現在を示し(在型jは動作若しくは形存のJI守然をJミす。H!]ちー は[・…
シテ)百ル」の語意に常り、ーは，-.一・・・ショオトシテmノレjの詔怠に;計る。(1902年 杉房
之助~ E-[ 台会話大全~ p.79) 
しかしながら、これは日本人の台湾訪削究の成巣としての見識ではなし¥0 I[木が台湾統治を開
始した際(始政式は1895{1三6月17日)には台出:訪 CI¥}liJi布市f)を併する 1:本人が存在しなかったへ
そのため、総督府は台湾詰 CIDIJï羽詰)人材の養成を急ぎ、 '~/J 1'~jIT託研究資料の収集に努めた。その
資料の有力なものの一つが前述のAMOl7l101 0/17どAlI70vCollo!jliolで、あった210 この告は大1}liの著作
20 当1I:，'fの日本人による台湾出学問の状況は、次の記紋からう:11ることができる。 I我fiEfI'jTi泣取のWJより木X!Jに
転戦し米 1)し部隊'1には1'，:-1:の北京I~!fに通するもの包合せられたり-当時下I~ えその 7行にして本 111~h j~l~ を併する
者皆無なりJ(台湾総有府警務局 1934:912)。
21 ~台湾総粁!訂公文 ;Ji築》第 17 l1lJ. 1 13 、第 1711 1J 10也、出 171 1U 2()J/~ には、総'l~ !ï干の ''j;:局 f11íや明I'(j);勺'~:Ií が始 l改式ï((後
にこの資料をlなり有:ゼーたf記録がある。
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としては当時l唯一の間前語教本であったため、初期台湾訪資料のうち教学的体系 'I~t を主んじた
教本はしばしばその影響を強く受けることとなったへしたがって、日本人の子になる~ [!台会
話大全》が示す!在vJ iこ|刻する見識は、前述の宣教i':i1iJ.Macgowanの若干1:から学んだものであり、
泊代系型書に示されたl"iEvJを台湾という植氏地において新たに縦承したものであった
と凡ることができる。
こうして[在vJは台湾語教本で広く原則されるようになる。次の例は官製の台湾布教本が示
す戸IJIV.'u査JFj会話例であるヘ
32 我正坐~tJ'Il o (1905~r. !:í?I Îl II~Î'台湾戸仁i調査部《戸口調査j刊誌)> p.11) (私は商売をして
います)
3幻3 1，伝[~(的'1杓i均守父母l計剖花íI佐1人右在i奉f千待i守、主口 (α1905~年iド三 ;叩i町話制仰1時|時寺台i湾奇戸口悶究i部1司刊|日)~戸 1]じi抑1出錦;月i査 J-j川|日] i~し立ifの!
のI!I雨阿i討町可1，U1結9引iυJはま、 Mf~ が世話をしていますか)
34. 走在1m茶行jJ[J是在1)日茶;tf0 (1905ijc: !:i!l; 1寺台湾戸口調究部《戸口問古川出))p.177) (お
茶の卸売りをしていますか、それとも小売をしていますか)
これらの台湾而は1-:1本人によって書かれたものではあるが、ここに記されている台湾訪は当時
の現地の言訟を正しく反映したものである。台湾人自身による漢字表記資料が少ないのは、当時
の台湾人は台湾出 (1二|詰)を話せてもそれを書写する能力がないかへその機会に忠まれなかっ
たからである。そのため現地の人材が育つにつれて、台湾人の子になるものが現れる c 以下に示
すのは、 H本統治最初JWから総督府のもとで育てられた利秋潔おの子になる台湾訪教木の例であ
る。
35. 彼11~1査当f~人，此↑ít0~在買甚!翌貨。(1 915年 何秋潔《台湾詑教本)>p.38) (あの婦人は今
何を買っていますか)
36. 彼11~1査某 i主|仔:&1表在IlfLo (1915年 利秋潔《台湾語教本)p.74) (あの女の子はなぜ泣
いていますか)
37. 税{象。1'(句切(， 毎 !~11R~f: Ij -&f貨，~、々情々 (1 915~jミ 利秋潔〈台湾布教木yp.80) 
(彼のように毎EI何もしないでだらしなく遊んでいると・ー)
当時の台湾では迎訳兼掌ilJIJ)支が設けられ、 ~1~1j任文官や警察官に台湾訟の学留が奨励された。そ
の結果、とりわけ官製の台湾詑教本に保JTされた台湾問は、対象が統治現J坊の官吏や巡査に|仮る
22 伊原201:3:71-72及び98に詳しし¥。また台湾Itlf教本の著者についてはり1出2015に詳しし、。
23 台湾i;f文IHJ:の版文には訳文の十J¥_'¥ているものもあるが]立i沢になっている場合が多いので、以下の台、内li汐IJ
文では、 jι行Jr~であることを明示するため、~P:1討による!ll(iR を示した。
24 台湾人によって日出系文体 (11[主II~I ，活文、台湾刊文)による表記が試みられるようになるのは、 1920 ・
19:)0~1:.{にになってからである。 I味 (2012 : 29、100、134)にi洋しし¥。
25 +ilJT1: i誌は的政式前後 Jこ総'N!hにおいて学務部候til''kとして探川され、以後大いに能力を売開し、 1-本統治
に協力したばか湾総'1守的公文知築》抗49111}55\~今; Zj149111J90¥j会 ; W44111J95;-j-等)。
35 
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とは ICÎ え、台湾出 I)~ においてや文法及び夫Ij~ の~?((- ~えの人liで、大きな力をつに至った。
こうして出宇による台湾 liじが悦んに行われるようになるにつれ、 11本人の子になる台湾
小liltも!試みられるようになった。そのが;却しそこでも「在vlが多JlJされる。 以下のがIJは、
行)(Jにおいてjfi，jJ('('，'としては以 i:':j1\'J:の子行 [Jq等にまで I~ り iiii; めた小肝iJLj訓!の合的小!託行こ見
らlLるもので、ある口
3 品 ブy大i心({1什(下iド内〈句j;J(七， )!l民f;jう分}l上与叩:礼-村科引iトf仏山一1斗川リ_
M山じjり);J(は1占!J仔干;支〈の)J川別j引|リlなく iI目守々とj討片i什tれLている)
39. WI ー件正Uv~H向日程 I \， 聴 Y~1JkWil 内婆正口(1914~1~ 小野jJLj11'i1(1:，¥/¥小説 ?(どの部'flt，¥J1D
p.42) (夕べ淡江の船の1-1であの女がi¥IIjしているのをIlfJし、た)
40. Il)elu心(I<J，各(1':)ilU /j守党死，君子1:命fHt!JZ緊，熱心主dJfL]l:o (1 914~1: 小野jJ1i{HI(小
i況 ?tiの縦十i，¥liDp，51) (我々のはそれぞれ死を;~~U -9~' (1分の命を省みず、 j決心
に活動している)
日本人によって広められた「在vJの表記は、 この後も総行JHやや千百守主J1系の H~WL\ゐ・教本・
の中で広く仰)1Iされける。 jft史的に見れば、これらの「在vJの使JlJi士、 1:1何本+におけー
るはl九!J の内及より 20~1: 以上1:t-1.くになf; まり、 Il つ{リJ川以)交も許しく I::J い。台資料に見られ
る数多くの「不I~V J は、場所表現に 1I1 米する j並行)f~を有する 11 1 1可 I+，jブiブと、もともとりJ1i'{Hなj並
行月三をわー する外i五!話とが接触する環境において、 1:= に lu:vJの受併が1Jtされ、それが急述
に背]えする過を反映している。
VII.結語
現代'Il に見られる jtl:VJイIJ~I;I~ について、以上に示した変選i8fl，(を JM り返れば、 lリ l 代 (llj~i
小説(~三宝太記j)) に[千L:VJが早くも!日呪し、それが文学百の表iuにJLれ如し、ながら
も . i1l1のILJIjl~fl:I'1111 ({古今小説》や O¥Ml!t'U [T n )に保持されて|リuくに主り、 さらに1'川山iJ山行7j:ド代;になつて
!山;別山Ul'三桁:?i系資1料G司，. (1仏山占品叫iリl打}凶:旬判リ刀li訂刊Y詳出/?H一Jぷi
5ノIIUω)にt利紺縦11山主~)示j氏えされつつ、上此己心i恒凶五JlIのj羽新y訂r~文j文丈〈と;竿学:迎j妥丞到到L立功J力Ij (ω|ド:り坊刷d点恥刺州u“1占似i司l
i訓:記出i行:文j:えと〈1付休イ本三にJ採来川さ jオれTしたと了汁I宇う ことがてで、きる O
[イピ vJ の初 HJJ {Y1jを大此に合む〈三!こi~:太 ~g，:V1i r(: t;L) の):ii4''itについては不明であるものの、そ
れ以外の間IJはし寸どれもiN')J'系資料に偏る口したがって、川:vJは、先行1IJI万ピにおいて己に恕i.iご
されていたように、その発生と市I~~示j邑れにおいて ïUJi系プーが大きな役'HIJ を県たしたと i認めてよ
し、。
しかしながら、 {I'H\: において実際に rú:VJ が多 JIJ された似IJ が、外 II~I人によって制されたい'dI何
2b fti吟，ifJil1， di)f究内!リ14(， ìiH~ ，; 7-.¥ CLili小1 :との日j~nll;Jj~_)O こ ωfl=I'dlωJ J)( i/ に関しては (ifi!:"Jf)~ (2012)に
，;下し L 、。また小 ~1 i' I}LiiJH については、防 /J引以 (2014)ω労wがある。
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liH 系側 I~}\資料に偏るというミは新たに注目されなければならない口この事実は、 ItEVJの氏
|主IH)J の JI~ 1~J WJ {91jが下江系万也|メ)1¥身者で、あるWi1] 作家による制局R作 iihll の I~=! に椛認できると
いう引っミにr合する。そのため、 rl:VJの品開示には前方系プーからの彩響という政素の他に、
外[li[，U(，との J安 f~~~ による影卒中という'}1素の存在を lí.立めることができる。これは、中国;0'h'(百訟と
J 友 f(J~! する|際に、外 Iこ比して jlli行のアスペクトを明示する去に乏しいことを作家が 1:1j'tした
い足、げI:VJ の{リ~J IJ が 1jt されたことを示唆する。したがって、 l'tl:vJ イリ引は'1リJ 代 I~I ，活に巳にな:
{I:した1[LI;[ ，¥/，[木米のであるとはいえ、文学の低JFjでわずかに佐川されたこの旬!SHをおiJ代
において|沼然と維りし続け、民同初JrJにそれを彼市させ、新文学巡助の1=二iで歩兵JlJされる旬型にま
で向めたのは、他でもなく外が|川I}Jtに持つj並行のアスペクトであったと見ることができるo
1本統治則!のti的!出資料に多くの IU:VJ が採JIJされている中尖も、この凡併を:支持するもので
ある。
総HJ{，f台湾資料をも子すめた)託史的な拐しlえから見れば、さらなる興味深い新事実を指摘でき
る。すなわち、現代1==1における lil:vJの普及に直践的な影響力を持ったか刊かは)]IJにして、
卜Ulr:l!で Itl:VJをぷ初に矧JIJし、それを小i況にまで応mしたのは、新文学迩動を推進した1:1
[BI人作家で、はなく、尖はi'l(民地において台湾|二1;討の文休日IJj立を試みた [1本人il日R'ffで、あったとい
う事尖である。
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